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第５回川柳中学校学用品検討委員会記録 

 

１ 日  時：令和７年１１月２１日（金) 午後１時００分～午後３時１０分 

２ 場  所：越谷市役所第二庁舎 ３階 教育委員会室 

３ 内  容：・検討委員会全体スケジュールの見直し 

・体育着・ジャージ仕様決定までの全体スケジュール 

・体育着、ハーフパンツ、ジャージ上下の選出 

・通学カバンの仕様の協議・決定 

４ 議 事 録：以下のとおり  

発言者 発言内容 

（13：00 開始） 

検討委員会全体スケジュールの見直し 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初予定していた本検討委員会の今後の日程について説明する。本検討

委員会は皆様からの多大なるご協力のおかげで、予定通り順調に進んでい

る。本日の会議を含め、あと４回会議を行う段取りとなっている。 

 本日を含め、あと４回の会議内容を確認する。本日は体育着・ジャージ

の仕様についての協議、次回の第６回は上履き兼体育館履き選定プロポー

ザルを実施する。 

 第７回は、体育着・ジャージを選定するためのサンプリングを数体決定

して、第８回は、選定された体育着・ジャージの結果報告及び学用品仕様

についての説明会の実施方法についてご意見をいただく予定としていた。 

しかし、スケジュールを見直したところ、第７回目で選定サンプルの決

定をし、１月から２月の間で選定投票を実施し、第８回目の最終回を迎え

る流れだと、第７回目から第８回目までの期間が１ヵ月の中で、児童生徒

及び保護者へ周知や選定サンプルに手直しが必要な場合は、メーカーが早

急に選定サンプルを作製することとなり、非常にタイトになることが想定

されるため、変更する判断をした。 

このことから再検討した全体スケジュールを別紙に記載した。 

 

こちらが再検討した全体スケジュールとなる。変更した点が２点ある。 

１点目は、次回の上履き兼体育館履き選定プロポーザル後に、第７回で実

施予定としていた「選定投票サンプルの決定及び選定投票の実施の詳細説

明」を行う。これにより、メーカーがサンプルの展示準備を円滑に進める

期間を設けることができる、と考えた。 

２点目は、通学カバンのメーカー選定は終えたが、細かな仕様、例えば

反射板やカバンの内側にマジックテープ状の名前記入欄について未だ決ま

っていないため、本日協議・決定していく。 
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委員長 

 

 

 

 

構成員 

 

全体スケジュールについて、当初の予定と変更し、会議開催を１回減ら

しても支障ない算段として設定しているが、まずこのスケジュール変更に

ついて皆様からご意見頂戴できればと思う。 

 

只今事務局より全体スケジュールの変更について提案があった。体育着・

ジャージを決めていくゴールを定めつつ、全体を俯瞰し再検討した内容で

あるが、委員の皆様よりこれについてご意見・ご質問ありましたらお願い

したい。 

 

（ご意見・ご質問なし） 

 

体育着・ジャージの仕様決定までの全体スケジュール 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川柳中学校の体育着・ジャージを１つに選ぶための選定投票をゴールと

し、本日及び次回の検討委員会で何をどのように進めていくのか説明する。 

 第５回検討委員会つまり本日は、①メーカーより持参してきていただい

ている体育着・ジャージのサンプル提示及び説明。②体育着に関しては、

生地とデザインを見ていただき、生地を１点に絞り、デザインは３点程度

に絞る。ハーフパンツに関しては、生地のみを見ていただき１点に絞る。

ハーフパンツのデザインはジャージに合わせて作製するため、今回は生地

のみをまず決めていただく。③ジャージ上下に関しては、ふさわしいと思

うジャージ上下を５点程度に絞る。それぞれ決め方は、皆様より投票して

いただき、その結果を見て協議の上決定したい。 

 

 第６回検討委員会つまり次回は、①本日皆様の投票により選出されたジ

ャージ上下５点程度のデザインに合わせて、体育着・ハーフパンツの生地・

デザインとしたものをメーカーにご準備していただき、確認をする。 

②その中から体育着のデザイン１点を選出する。③ジャージ上下３点を選

出する。選出の仕方は皆様からの投票とする。投票の結果発表をし、それ

らのデザインを選定投票にかけるため、④令和８年１月中旬に実施する選

定投票の実施について確認をする。 

 非常にタイトなスケジュールではあるが、このような流れで進めていき、

選定投票を経て１点に絞っていきたいと考える。 

 図で表すとこのようなイメージになる。本日は、体育着の生地１点、体

育着のデザイン３点程度、ハーフパンツの生地１点、ジャージ５点程度の

選出をする。次回は、ジャージ３点、体育着は１点に選出し、体育着・ハー

フパンツの色・デザインはジャージ３点に合わせて、それらが選定投票に

かけるサンプルになる。その後、選定投票を実施し、１点に絞り込んでい

く。 
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委員長 

 

 

構成員Ａ 

 

事務局Ａ 

 

 

委員長 

 

事務局Ａ 

 

 

只今、事務局から説明があったが、委員の皆様よりこれについてご意見・

ご質問があったらお願いしたい。 

 

 メーカーが持ってきたサンプルの中から選出するという認識でよいか。 

 

 サンプルの中から選出してもらうが、デザインや色等の希望を業者へ伝

えることができる。 

 

 要望をメーカーへ伝えることができるため、本日の会議が重要となる。 

 

 本日で体育着・ジャージのすべてが決まるわけではなく、本日でメーカ

ーが持参しているものを見て絞りながら、要望を仰っていただければと思

う。 

 

体育着、ハーフパンツ、ジャージ上下の選出 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーカー 

 

 

 

構成員 

 

事務局Ａ 

 

 

本日の選出について説明する。構成員の皆様には投票を行っていただき、

そのサンプルの中から、「体育着の生地１点、デザイン３点程度」「ハーフ

パンツ１点」「ジャージ上下で５点程度」を決めていただく。投票の仕方に

ついては、別紙資料２ページに記載している。 

体育着の生地は１点投票、デザインは２点投票、ハーフパンツは１点投

票、ジャージ上下については３点投票をしていただく。投票用紙は後程配

付する。 

本日サンプルを持参しているメーカーの説明を聞きながら、「これはいい

な」と思うものを数点決めていただき、説明終了後、直接触ったり着用す

る時間を設けるので、投票の判断としていただければと思う。メーカーか

ら体育着・ジャージのサンプル等のご説明をお願いしたい。 

 

 

【体育着の色のバリエーションについて】               

 まず体育着についてだが、昨今白だけでなく紺色の体育着も導入する学

校が増えてきている。新校である川柳中学校はどのような方向性とするか

ご意見願いたい。 

 

 白色も紺色も導入する形がよい。 

 

 川柳中学校では白色と紺色の体育着を導入する方向でよろしいでしょう

か。 
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構成員 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

メーカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜異議なし＞ 

 

光陽中学校は来年度より紺色の体育着を導入することから、令和９年度

に開校する川柳中学校も白と紺どちらも導入することで、光陽中学校から

移動してくる生徒は引き続き着用することができると思う。これは校則に

係る部分となるが、そのように進むとよいと思う。 

 

【体育着・ジャージのサンプル説明について】             

 体育着の生地は白・紺４点ずつ、体育着のデザインは６点、ハーフパン

ツは１０点、ジャージは８点持参した。 

 構成員の皆様には体育着・ジャージを実際に触っていただいたり、着用

したりしていただきたい。時間は２０分程とる。この２０分の中で、「これ

はいいな」と思うものを体育着の生地で１点、デザインで２点・ハーフパ

ンツの生地で１点、ジャージ上下で３点、を選んでいただければと思う。 

 

＜サンプル確認 ２０分＞ 

 

 まず「体育着・ハーフパンツ」の投票に移る。机上に配付した投票用紙

をご覧いただきたい。 

 上段「①体育着生地１点・デザイン２点投票」の下にある四角の枠の中

に、川柳中学校のものとしてふさわしいと思う番号を記入していただくが、 

白色及び紺色の両方に投票をお願いしたい。なお、デザインについては２

点記入とし、これについても白色及び紺色の両方に投票をお願いしたい。

なお、「②ハーフパンツ生地１点投票」の四角の枠の中に、１点のみ記入と

する。時間は５分程とるが、投票に迷われる方は再度間近で見ていただけ

ればと思う。 

 

＜投票時間５分経過後＞ 

 

 事務局にて投票用紙を回収する。開票はホワイトボードに記入をし、体

育着生地は白色及び紺色の上位１点を、体育着デザインは白色及び紺色の

上位３点を、ハーフパンツ生地は上位１点を選出するが、投票結果によっ

ては皆さんとの協議の上、選出数を変更するか否かを決めていく。では投

票用紙を回収する。 

 

（事務局、投票用紙回収及び読み上げ及びホワイトボードに結果記入） 
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事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 
事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① ② ③ ④ 

体育着生地（白）  １ ３ ３ 

体育着生地（紺）  ５  ２ 

 ※体育着生地（白）は③と④が同票だったことから多数決を実施した結

果、④が選出された。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

体育着デザイン（白） １  ４ １ ６ １ 

体育着デザイン（紺）   ３ ２ ３ ４ 

 ※体育着デザイン（白）はＡとＤとＦが同票だったことから多数決を実

施した結果、Ｆが選出された。 

 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

ハーフパンツ生地  ４  ３       

 

 

続いて「ジャージ上下」の投票に移る。 

「③ジャージ上下３点投票」の下にある四角の枠の中に、川柳中学校の

ものとしてふさわしいと思うものを、番号が若い数字順に３点記入をお願

いしたい。時間は５分程とるが、投票に迷われる方は再度間近で見ていた

だければと思う。またジャージの生地については、１点投票をしていただ

き、１点の選出とする。 

 

（投票時間５分） 

 

 事務局にて投票用紙を回収する。開票はホワイトボードに記入をし、上

位５点をジャージ上下の選出とするが、投票結果によっては皆さんとの協

議の上、選出数を変更するか否かを決めていく。では投票用紙を回収する。 

 

（事務局、投票用紙回収及び読み上げ及びホワイトボードに結果記入） 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

ジャージ生地 ７        

ジャージデザイン ６ ３   ４  ５ ３ 

 

 ジャージデザインを５点に絞ったが、この５点のデザインについて構成

員からご意見を頂戴する時間をとる。遠慮することなく仰っていただけれ
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委員長 

 

 

 

ばと思う。 

 

＜構成員からメーカーへデザイン等要望＞ 

 

 本日の体育着・ジャージに関する決定事項は以上となる。次回は本日協

議いただいた内容を反映した体育着・ジャージを確認し、さらに選定をし

ていく。 

 

通学カバンの仕様の協議・決定 

事務局Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

構成員 

 

 

 

 

事務局Ａ 

 

先月の検討委員会にて、通学カバンプロポーザルを実施し、株式会社

Polaris が選定された。プレゼンテーションの中で仕様について未決定の

部分が２点あるので、先日 Polaris と打ち合わせを行った。Polaris に代っ

て事務局より説明する。 

反射板がついているバッグとついていないバッグの値段は変わらない。

反射板なしタイプを「Ａ」、反射板有りのタイプ「Ｂ」と呼ぶことにする。

「Ａ」タイプを採用した場合、反射板つきストラップは無料で１つ配付可

能。「Ｂ」タイプを採用した場合、ストラップをつけるとプラス２００円か

かる。他社の通学カバンで提案があったシルバーではなくブラックの反射

板について尋ねてみたところ、無料で付けることはできる、とのことだっ

た。しかし懸念事項は２点あり、１点目はシルバーよりも色合い的に目立

たなく、見栄えはいいが、あまり光らないため採用されてきていない。２

つ目は、デフォルトの「Ａ」のカバンにブラックの反射板をつけるという

特注扱いで卸すため、販売店からの発注分しか作製しないことから、販売

店に在庫があまり置いていない状態となり、急に販売したいと依頼があっ

ても時間を要してしまうという２つのデメリットがある、と伺った。事務

局としては、生徒の安全を第一に考える視点を重視したいことから、「Ｂ」

タイプを提案するが、ご意見いただきたい。 

 

只今、事務局より説明及び提案があったが、皆様よりご質問ご意見等あ

るか。 

 

＜ご意見・ご質問なし＞ 

 

では、通学カバンは「Ｂタイプ（反射板つきカバン）」で採用するという

ことに決定する。 

 

次に、バッグの内側に貼るマジックテープネーム(ベルクロネーム)につ

いて説明する。こちらはプレゼンテーション時の説明通り、バッグを購入
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委員長 

 

 

構成員Ｂ 

 

委員長 

 

 

構成員Ａ 

 

委員長 

 

構成員Ｃ 

 

委員長 

 

構成員Ｄ 

 

 

委員長 

 

構成員Ｂ 

 

委員長 

 

 

 

構成員 

 

委員長 

すると３つ付属されているものである。 

様々なタイプにカスタマイズは可能と説明を受けた担当として、皆様に

ご提案させていただく。提案内容は、３つ中２つは「Ｃ」タイプ、１つは無

地のもの、である。１つは無地のものとした理由としては、もし他校へ転

校、または卒業時にも使用できるようにという仕様にすると用途としては

よいのではないか、という理由である。ご意見いただきたい。 

 

只今、事務局より説明及び提案があったが、皆様よりご質問ご意見等あ

るか。 

 

 川柳中学校の校章はすでに決まっているか。 

 

 デザインはすでに決まっていて、現在デジタルトレースを業者に依頼し

ているところであるため、校章を入れることは可能である。 

 

 学校名はあった方がよいか。 

 

 中学校としての認識はいかがか。 

 

 学校名が入っていた方がよいと思う。 

 

 卒業後でも使用できるよう、「無地」のものは導入したい。 

 

 校章は児童生徒からの公募により選ばれたものであるため、校章が入る

タイプ「Ａ」「Ｂ」「Ｄ」のどれかは導入してほしい。 

 

 「Ａ」「Ｂ」「Ｄ」の中ならどれがよいか。 

 

 学校名も入っている「Ｂ」がよいと思う。 

 

 まとめると、学校名が入っていて、校章も入っていて、卒業後も使用可

能な無地のものを採用する。よって、「Ｂ」「Ｃ」「無地」を採用するという

ことでよろしいか。 

 

＜異議なし＞ 

 

では、マジックテープネーム（ベルクロネーム）については、「Ｂ」「Ｃ」

「無地」の３つを採用することに決定する。 
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その他 

事務局Ａ  次回は、１２月２２日（月）、最大１３時００分～１７時００分を予定、

場所は本日同様教育委員会室を予定している。 

内容については、上履き兼体育館履き選定プロポーザル及び本日選出さ

れた体育着・ジャージのサンプルのさらなる選出を行い、選定投票にかけ

る体育着・ジャージを決定する。 

 

（１５：１０終了） 

 

 


